
 

 

 

 

 

   

    

 

     

 

丸正自動車の建屋前脇道での撮影と思われる画像、故溝渕氏より 

お聞きした話では車両第 1 号モデルと事務員第一号さん！セーターの

Vデザインが何かを暗示している様で面白い。 

 

 

 

 

 

 



 こんな話が有ります。 

（オイ！正兄ぃ、お前はマネするなよ！）  

そして伊藤はシャフトドライヴを自らの車

両に採用したと言うのです。 

文頭の話をしたのは他ならぬ 

本田宗一郎さんでした。 

ドリーム号と ML号は実は同じフレームの 

兄弟車、チエーンバージョンと 

シャフトドライヴ仕様と言う事です。 

 

 



 

 

 

 ベビーライラックと当時の浜松

と思われるけど？の田舎道！ 

山が見えるから今の中区かな？ 



 

 

 浅草劇場での秋の踊りでの華やか

な思い出！ 



 

 

 浜松祭りでの仮装行列   

 

 



 浜松駅近くの建屋、後ろは蒸気機関車。 

 

 

 浜松駅近くの建屋 未だ SL が走っ

ていて、国鉄の工機部が有った。 

同時期の SLが浜松フラワーパークと 

天竜区の二俣駅近くに展示されてい

る。 
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 車両は LS18－２型 

 

 浜松祭りの一場面 左端のお菓子の看

板は今も残る、銘菓 田町梅月 

（ばいげつ） 

車両は LS18-2型 シリンダーには 

LS38のカバーが見える。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当時の塗装工程の様子（下地の補修？）

手袋が無いのは余計な異物を付けない為か

指触確認か？手作業は手袋などしないと言

う当時の当たり前の職人気質か？ 

珍しいカラー写真。 

 



 

 

 

ニューベビーライラック 

DP90 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 工場の敷地内と思われる場所、仲の良い 

尖がった若者たちの思い出の一枚！ 

 


